
データサイエンス研究

Knowsという製品を
用いてデータを収集

得た数値をもとに
独自の指数を作成

①研究の背景
私たちの班のメンバーはサッ
カー部でトレーニングをするう
えで、できるだけ怪我を未然に
防ごうと考えたから。
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②研究方法

図1

1. 走行距離× 10
筋肉疲労や身体への負荷も増大するため×10とした。
2. 平均心拍数× 2
心臓が多くの酸素を供給する必要があり、疲労も増えると考え×2
とした。
3. 歩数÷ 1000
疲労に一定の影響を与えるため÷1000とした。
4. 乳酸参考値÷ 100
乳酸値は値が大きいため÷100した。
5. 体重× 0.5
体格による負荷を考慮するため×0.5とした。

図1のようなデータを用いて計算式を立てる
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疲労指数など

疲労指数=(走行距離×10)+(平均心拍数×2)
+(歩数/1000)+(乳酸参考値/100)+(体重×0.5)

④今後の予定

もっとたくさんのデータをとって指数と組み合わせ、より
正確な基準となる値を求め怪我防止に向けて研究する。

例 実際に代入して
計算すると・・・

•Nさん: 疲労指数 456.0
•Iさん: 疲労指数 529.8
•Fさん: 疲労指数 556.1
•Mさん:疲労指数は 383.2 

＊疲労指数は高いほう
が疲労が多い

③結果


